い。 弟妹た ちと 映画 を 見に いって、 これ は 駄作 だ、 愚 

作 だと 言いながら、 その 映画の さむらいの 義理 人情に 

まいって、 まず、 まっさきに 泣いて しまう の は、 いつ 

も、 この 長兄で ある。 それにき まっていた。 映画館 を 

出てから は、 急に 尊大に、 むっと 不機嫌に なって、 み 

ちみち 一 言 も 口 をき かない。 生れて、 いまだ 一 度 も 

う そ ちゅうちょ 

噓言 という もの をつ いた 事が 無い と、 躊躇 せず 公言 

している。 それ は、 どうかと 思われる けれど、 しかし 

剛直、 潔白の 一 面 は、 たしかに 具有して いた。 学校の 

成績 は あまりよ くなかった。 卒業後 は、 どこへ も 勤め 

ず、 固く 一家 を 守って いる。 イプセン を 研究して いる _ 



に 傾倒して いるら しい、 ふしが、 無いでも ない。 あや 

しい ものである。 けれども、 兄妹 みんなで、 即興の 詩 

など 競作す る 場合に は、 いつでも 一ばん である。 出来 

ている。 俗物 だけに、^ わば 情熱の 客観的 把握が、 はつ 

きりして いる。 自身 その 気で 精進 すれば、 あるいは 二 

流の 作家く らいに は、 なれる かも 知れない。 この 家の、 

足の わるい 十七の 女中に、 死ぬ ほど 好かれて いる。 

次女 は、 二十 一歳。 ナルシ ッサス である。 ある 新聞 

社が、 ミス. 日本 を 募って いた 時、 あの 時には、 よ ほ 

み も だ 

ど 自己 推薦し ようかと、 三 夜 身悶えした。 大声 あげて、 

わめき 散らしたかった。 けれども、 三 夜の 身悶えの 果、 



きれい 

「ああ、 綺麗 だね ご 

「なんの 花です か？」 

「れんげ だよ。」 

「おばあさん、 一ばん 好きな もの は 何です か？」 

「おまえ だよ ご 

きょう ざ 

術 者 は、 少し 興 覚めた。 

「おまえと いうの は、 誰です か？」 

「和 夫 (末弟の 名) じ やない かご 

傍で 拝見して いた 家族の ものが、 どっと 笑い出した 

ので、 祖母 は 覚醒した。 それでも、 まず、 術 者の 面目 

は、 保ち 得た ので ある。 とにかく 祖母 だけ は、 術に か 



ありまし たが、 一人娘の ラブン ツェルに だけ は 優しく、 

毎日、 金の 櫛で 髪 をす いて やって 可愛がって いました。 

ラブン ツェル は、 美しい 子でした。 そうして、 たいへ 

ん活潑 な 子でした。 十四に なったら、 もう、 婆さんの 

言う 事 をき かなくな りました。 婆さん を 逆に 時々、 叱 

る 事 さえ ありました。 それでも、 婆さん は ラブン ツエ 

ルを 可愛くて たまらな いので、 笑って 負けて いました。 

森の 樹々 が、 木枯しに 吹かれて 一日一日、 素肌 を あら 

ふ ゆ，， J も 

わし、 魔法使いの 家で も、 そろそろ 冬籠りの 仕度に 取 

りか かり はじめた 頃、 素 張らし い 獲物が この 魔法の 森 

の 中に 迷い込みました。 馬に 乗った 綺麗な 王子が、 た 



そがれの 森の 中に 迷い込んで 来たので す。 それ は、 こ 

の 国の 十六 歳の 王子でした。 狩に 夢中に なり、 家来た 

ちに はぐれて しまい、 帰りの 道 を 見失って しまったの 

きんよろ い たいまつ 

でした。 王子の 金の 鎧 は、 薄暗い 森の 中で 松明の よ 

うに 光って いました。 婆さん は、 これ を 見の がす 害 は、 

ありません。 風の ように 家 を 飛び出し、 たちまち 王子 

を、 馬から ひきずり 落して しまいました。 

「この 坊ちゃん は、 肥えて いる わい。 この 肌の 白 さは、 

くるみ のど 

どうじ や。 胡桃の 実で 肥やし たんじ やな！」 と 喉 を 鳴 

らして 言いました。 婆さん は 長い 剛ぃ！ ^ を 生やして い 

て、 眉毛 は 目の 上まで かぶ さって いるので す。 「まるで、 



て 自分の 部屋へ 連れて行きました。 ラブン ツェル は、 

王子と 同じく らいの 背丈でした。 部屋へ はいって から、 

のぞ 

王子の 肩 を 抱いて、 王子の 顔を視 き、 小さい 声で 言い 

ました。 

「お前が あたし を 嫌いに ならない うち は、 お前 を 殺さ 

せ はしない よ。 お前、 王子 さまなん だろ？」 

ラブン ツェルの 髪の毛 は、 婆さんに 毎日す いても 

ら つてい るお 蔭で、 まるで 黄金 をつ むいだ ように 美事 

に 光り、 脚の 辺まで 伸びて いました。 顔 は 天使の よう 

に、 ふつく りして、 黄色い 薔薇の 感じで ありました。 

唇 は^さく 莓 のように 真 赤でした。 目 は 黒く 澄んで、 



物語が はじまります。 めでたく 結ばれた ところで、 た 

いていの 映画 は、 the end になる ようであります が、 

私たちの 知りた いのは、 さて、 それから どんな 生活 を 

はじめた かとい う 一事であります。 人生 は、 決して 興 

きょう ざ 

奮の 舞踏の 連続ではありません。 白々 しく 興 覚めの 宿 

命の 中に 寝起きし ている ばかりであります。 私たちの 

王子と、 ラブン ツェル も、 お 互い 子供の 時に ちらと 顔 

を 見合せ ただけ で、 離れ 難い 愛着 を 感じ、 たちまち わ 

かれて 共に 片時 も 忘れられず、 苦労の 末に、 再び 成人 

の 姿で 相 逢う 事が 出来た のです が、 この 物語 は 決して 

これ だけで は 終り ませぬ。 お知らせし なければ ならぬ 



事 は、 むしろ その後の 生活に 在る のです。 王子と ラプ 

ン ツェル は、 手 を 握り 合って 魔の 森から 遁れ、 広い 荒 

野 を 飲まず 食わず 終始 無言で 夜 ひる 歩いて、 やっとお 

城に たどり 着く 事が 出来た ものの、 さて、 それからが 

大変です。 

王子 も、 ラブン ツェル も、 死ぬ ほど 疲れて いました 

が、 ゆっくり 休んで いる ひま もありませんでした。 王 

さま も、 王妃 も、 また 家来の 衆 も、 ひとしく 王子の 無 

やつぎばや こ つ 

事 を 喜び 矢継早に、 此の度の 冒険に 就いて 質問 を 集中 

う. f.61, こ 

し、 王子の 背後に 頸 垂れて 立って いる 異様に 美しい 娘 

こそ 四 年 前、 王子 を 救って くれた 恩人で あると いう 事 



し 起き かけて、 言いました。 

「ばか だな あご 王子 は、 のんびりした 声で、 「着物 は、 

君が 着 てるじ やない かご 

「いいえ、 あたしが 塔で 着て いた 着物よ。 かえして 頂 

戴。 あれ は、 お婆さんが 一等い い 布ば かり 寄せ集めて 

縫って 下さった 着物な のよ ご 

「ばか だな あご 王子 は 再び、 のんびりした 声で 言い ま 

した。 「もう、 淋しくな つたの かい？」 

うなず 

ラプ ン ツェル は、 思わず- J つ くり 首肯き、 急に 胸が 

ふさがって、 たまら なくなり、 声 を 放って 泣きました。 

お婆さんから 離れて、 他人ば かりのお 城に 居る のを淋 



化と 解して、 大いに 笑い 興じ、 

「そうかね。 そうであった かね。 それ はお 気の毒 だつ 

たねえ ご と 言って、 また 大声 を 挙げて 笑う のでした。 

なんという 花 か、 たいへん 匂いの 強い 純白の 小さい 

花が 見事に 咲き 競って いる t 茨 の 陰に さしかかった 時、 

王子 は、 ふいと 立ち どまり 一瞬 まじめな 眼つ きをして、 

それから ラブン ツエ ル の 骨 もく だけよ とば かり 抱きし 

めて、 それから 狂った 人の ような 意外の 動作 をいた し 

ました。 ラブン ツェル は 堪え忍びました。 はじめての 

事で もなかった のでした。 森から 遁れて 荒野 を 夜 ひる 

眠らず 歩いて いる 途中に 於いても、 これに 似た 事が 三 



れ ました。 その 夜の 花嫁 は、 翼 を 失った 天使の ように 

可憐に 震えて 居りました。 王子に は、 この 育ちの 違つ 

た 野性の 薔薇が、 ただもう 珍ら しく、 ひとつき、 ふた 

つき 暮 してみ ると、 いよいよ ラブン ツエ ルの 突飛な 思 

考ゃ、 残忍な ほどの 活潑な 動作、 何もの を も 恐れぬ 勇 

気、 幼児の ような 無智な 質問な どに、 たまらない 魅力 

を 感じ、 溺れる ほどに 愛しました。 寒い 冬 も 過ぎ、 日 

一 日と 暖かに なり、 庭の 早咲きの 花が、 そろそろ 開き 

かけて 来た 頃、 二人 は 並んで 庭 を ゆっくり 歩き まわつ 

て 居りました。 ラブン ツェル は、 みごもって いました _ 

「不思議 だ わ。 ほんとうに、 不思議 ご 



な 現実主義者で、 したがって、 かなり 辛辣な 毒舌 家で 

も あるの だが、 どういう もの か、 母に 対して だけ は、 

つるくさ 

蔓草の ように 従順で ある。 ち つ とも 意気が あがらない。 

いつも 病気 をして、 母に お 手数 を かけて いると いう 意 

識が 胸の 奥に、 しみ 込んで いる せいでも あろう。 

「きょうは 一日、 寝て いなさい。 むやみに 起きて 歩い 

てはいけ ません よ。 ごはん も、 ここでお あがり。 おか 

ゆ を、 こしらえて 置きました。 さと (女中の 名) が、 

いま 持って来 ますから ご 

「お母さん。 お願いが あるんだ けど ご すこぶる 弱い 

口調で ある。 「きょうはね、 僕の 番 なのです。 書いて 



「なんです ご 母に は 一 向わから ない。 「なんの 事で 

すご 

「ほら、 あの、 連作 を、 また はじめて いるんで すよ。 

きのう、 僕 は 退屈だった もの だから、 姉さんに 頼んで 

無理に 原稿 を 見せて もらって、 ゆうべ ー晚、 その つづ 

きを 考えて いたのです。 今度の は、 ちょっと、 むず か 

しい ご 

「いけません、 いけません ご 母 は 笑いながら、 「文豪 

も、 風邪をひ いている 時には、 いい 考えが 浮びません _ 

兄さんに 代 つ て もら つ たら どう？」 



てんで 気附 かないで いるので ある。 勝手な 子で ある。 

「さと は、 どんな 気がする だろう な あ。 言って ごらん。 

小説の 参考に な るんだ よ。 実に、 むずかしい ところな 

んだご 

「そんな、 突 拍子ない 事 を 言った つて、」 母 は、 ひそか 

に ほっとして、 「さとに は、 わかりません よ、 ねえ、 さ 

とや。 猛 (次男の 名) は、 ばかげた 事ば かり 言って い 

ます 」 

「わたくし ならば、」 さと は、 次男の 役に立つ 事なら、 

なんでも 言 おうと 思った。 母堂 の 当惑 そうな 眼く ばせ 

を も 無視して、 こ こぞと、 こぶし を 固く して 答えた。 



「わたくし ならば、 死にます ご 

「な あんだ ご 次男 は、 がっかりした 様子で ある。 「つ 

まらない。 死ん じ やつたん では、 つまらな いんだよ。 

ラブン ツェルが 死ん じ やったら、 物語 も、 おしまいだ 

よ。 だめ だね え。 ああ、 むずかしい。 どんな 事に した 

らいい かな あごし きりに 小説の 筋 書ば かり 考えて いる _ 

さとの 必死の 答弁 も、 一向に、 役に立たなかった 様子 

である。 

さと は 大いに しょげて、 こそこそと お膳 を片附 け、 

てれ 隠しに わざと、 お ほほ ほと 笑いながら、 またお 膳 

を 捧げて 部屋から 逃げて 出て、 廊下 を 歩きながら、 泣 



れて 王子が 夢中で 愛撫して いる だけの 話で、 精神的な 

高い 共鳴と 信頼から 生れた 愛情で もな し、 また、 お 互 

い 同じ 祖先の 血筋 を 感じ 合い、 同じ 宿命に 殉じ ましよ 

うとい う 深い 諦 念と 理解に 結ばれた 愛情で もな いとい 

f J ぎ 

う 理由から、 この 王子の 愛情の 本質 を 矢鳕に 狐疑す る 

の も、 いけない 事です。 王子 は、 心から ラブン ツェル 

を 可愛い と 思って いるので す。 仕様の無い ほど 好きな 

のです。 ただ、 好きな のです。 それで、 いいで はあり 

ません か。 純粋な 愛情と は、 そんな ものです。 女性が、 

心の底で、 こっそり 求めて いるもの も、 そのような、 

ひたむきな 正直な 好意 以外の もの で は 無 いと 思います。 



精神的な 高い 信頼 だの、 同じ 宿命に 殉 じる だのと 言つ 

て も、 お 互い、 きらいだったら 滅茶滅茶です。 なんに 

も、 なり やしません。 何だか 好きな ところが あるから 

き ざ 

こそ、 精神的 だの、 宿命 だのと いう 気障な 言葉 も、 本 

当ら しく 聞え て 来る だけの 話です。 そんな 言葉 は、 互 

いの 好意の 氾濫 を 整理す る 為 か、 或いは、 情熱の 行い 

の 反省、 弁解の 為に 用いられ ている だけな のです。 わ 

かい 男女の 恋愛に 於いて、 そんな 弁解 ほど、 胸く その 

悪い ものはありません。 ことに、 「女 を 救うた め」 など 

という 男の 偽善に は、 がまん 出来ない。 好きなら、 好 

きと、 なぜ 明朗に 言えない のか。 おととい、 作家の D 



さんのと ころへ 遊びに 行った 時に も、 そんな 話が 出た 

けれど D さん は、 その 時、 僕 を 俗物 だと 言 いやがった。 

そういう D さんだつて、 僕が あの人の 日常生活 を 親し 

くちよ いちょい 視 いてみ たと ころに 依る と、 な あに 御 

自分の 好き嫌い を 基準に してち やっかり 生活して いる 

んだ。 あの人 は、 噓 つきだ。 僕 は 俗物 だって 何 だって 

かまわない。 事実 を、 そのまま はっきり 言う の は、 僕 

の 好む ところ だ。 人間 は、 好む ところの もの を 行う の 

がーばん いいの さ。 脱線 を 致しました。 僕 は、 精神的 

だの、 理解 だのの 恋愛 を 考えられない だけの 事です。 

王子の 恋愛 は 正直です。 王子の ラブン ツェルに 対する 



の 選手に 委ねられた。 次の 選手 は、 これ また 生意気な 

次女で ある。 あっと 一驚 させず ば 止まぬ 態の 功名心に 

燃えて、 四日 目、 朝から そわそわ していた。 家族 そろつ 

て 朝 ごはんの 食卓に ついた 時に も、 自分 だけ は、 特に、 

パンと 牛乳 だけで 軽く すませた。 家族の ひとたちの 様 

たくあん 

に 味噌汁、 お 沢庵な どの 現実的なる もの を 摂取す るな 

らば 《i! 腑も 濁って、 空想も^ 靡す るに 違いない という 

思惑からで もあろう か。 食事 をす ませてから 応接室に 

行き、 っッ 立った まま、 ピアノの キイ を矢鳕 にたたい 

た。 ショパン、 リスト、 モォッ アルト、 メンデルス ゾ 

オン、 ラベル、 滅茶滅茶に 思いつき 次第、 弾いて みた。 



き さ 

口 ップの 缶 を 取り だし、 実に どうに も 気障な 手つきで、 

—— つまり、 人 さし 指と 親指と 二 本 だけ 使い、 あとの 

三本の 指 は、 びんと 上に 反らせた ままの、 あの、 くす 

ぐった い 手つきで チョコ レ —， ^をつ まみ、 口に 入れる 

より 早く 嚥 下し、 間 髪 を いれず ドロップ を 口中に 投げ 

込み、 ばりばり 嚙み 砕いて 次 は 又、 チョコ レ— ト、 瞬 

時に して ドロップ、 飢餓の 魔物の 如く むさぼり 食う の 

である。 朝食の 時、 胃腑を 軽快に なさん がた め、 特に 

パンと 牛乳 だけです ませて 置いた 事 も、 これで は、 な 

ん にもなら ない。 この 次女 は、 もともと、 よほどの 大 

食いな ので ある。 上品ぶ つて パンと 牛乳で 軽く すませ 



て はみ たが、 それで は 足りない。 とても、 足りる もの 

こも 

ではない。 すなわち、 書斎に 引き籠り、 人目 を 避けて 

たちまち 大食いの 本性 を 発揮した という わけなの であ 

る。 とかく、 いつわりの 多い 子で ある。 チョコ レ— ト 

二十、 ドロップ 十 個を嚥 下し、 けろ リ として トラ ビヤ 

タの 鼻唄 を はじめた。 唄いながら、 原稿用紙の 麈を吹 

き 払い、 G ペンに たっぷり インク を 含ませて、 だら だ 

らと 書き はじめた。 頗る 態度が 悪い ので ある。 

—— あきらめ を 知らぬ、 本能 的な 女性 は、 つねに 悲 

劇 を 起します。 という 初 枝 (長女の 名) 女史の 暗示 も、 

ここに 於いて 多少の 混乱に 逢着した ようで ございます。 



かえる どくき の こ 

ラブン ツェル は 魔の 森に 生れ、 蛙の 焼 串 や 毒茸な ど 

を 食べて 成長し、 老婆の 盲目的な 愛撫の 中で わがまま 

一 ぱいに 育てられ、 森の 烏 や 鹿 を 相手に 遊んで 来た、 

si わば 野育ちの 子であります から、 その 趣味に 於いて 

も、 また 感覚に 於いても、 やはり 本能 的な 野蛮な もの 

が 在る だろうと いう 事 は 首肯で きます。 また、 その 本 

能 的な 言動が、 かえって 王子 を 熱狂させる 程の 魅力に 

なって いたの だとい うの も 容易に 推察で きる 事で ござ 

います。 けれども、 果して ラブン ツェル は、 あきらめ 

を 知らぬ 女性であろう か。 本能 的な、 野蛮な 女性で 

あった 事 は 首肯 出来ます が、 いまの 此のい のちの 瀬戸 



て 死ぬ かも 知れん よ。 まあ、 とにかく、 王子 さまの 為 

にも、 もう 一度、 丈夫に なって みるが よい。 それから 

の 事 は、 また その 時の 事 さ。 ラブン ツェル、 お前 は、 

もう 赤ちゃん を 産んだ の だよ。 お 母 ちゃんに なった の 

だよ ご 

ラブン ツェル は、 かすかな 溜息 を もらして、 静かに 

眼 をつ ぶりました。 王子 は 激情の 果、 いま はもう、 す 

ベての 表情 を 失い、 化石の ように、 ぼんやり 立った ま 

までした。 

眼前に、 魔法の 祭壇が 築かれます。 老婆 は 風の よう 

に 〔# 「風の ように」 は 底本で は 「風の よう 匕 素早く 病室 



て、 胸に は 高潔の 理想の 火が 燃えて、 愛情 も 深く、 そ 

かけひき 

こに 何の 龃引も 打算 も 無い ので あるから、 どうも 物語 

を 虚構す る 事に 於いて は 不得手な ので ある。 遠慮 無く 

申せば、 物語 は、 下手く そで ある。 何 を 書いても、 す 

ぐ 論文の ようになって しまう。 いま も、 やはり、 どう 

も、 演説 口調の ようで ある。 ただ、 まじめ 一 方で ある _ 

その 顔 は 輝く ばかりに 美しかった、 と 書いて、 おご そ 

しばら 

かに 眼 をつ ぶリ 暫く 考えてから、 こんど は、 ゆっくり 

次のように 書きつ づけた。 物語に も、 なんにも なって 

いないが、 長兄の 誠実と 愛情 だけ は、 さすがに 行間に 

滲み出て いる。 



—— その 顔 は、 ラブン ツェルの 顔ではなかった。 い 

や、 やっぱり ラブン ツェルの 顔で ある。 しかしながら、 

病気 以前の ラブン ツェルの、 うぶ 毛の 多い、 野薔薇の 

ような 可憐な 顔で はなく、 (女性の 顔 を、 とやかく 批評 

する の は 失礼な 事で あるが) いま 生き返って、 幽かに 

笑って いる 顔 は、 之 は 草花に たとえるならば、 (万物の 

霊長た る 人間の 面貌 を、 植物に たとえる の は 無謀の 事 

ききょ 一つ 

であるが) まず 桔梗であろう か。 月見草であろう か。 

とにかく 秋の 草花で ある。 魔法の 祭壇から 降りて、 淋 

しく 笑った。 品位。 以前に 無かった、 しとやかな 品位 

が、 その 身に そなわって 来て いるの だ。 王子 は、 その 



長兄 は、 あまり 真剣に 力 を いれす ぎて 書いた ので、 

自分で も 何 を 言って いるの やら、 わけが わからな く 

ろう-ば 、„■ 

なって 狼狽した。 物語に も 何も、 なって いない。 ぶち 

こわしに なった ような 気 もす る。 長兄 は、 太い 万年筆 

を 握った まま、 実に むずかしい 顔 をした。 思い余って 

立ち上り、 本棚の 本 を、 あれこれと 取り出し、 視 いて 

しょかんしゅう 

みた。 いい もの を 見つけた。 バウ 口の 書翰 集。 テモ 

テ 前書の 第一 一章。 この ラブン ツエ ル 物語の 結びの 言葉 

として、 お あつら いむきで あると 長兄 は、 ひそかに 

うなす 

首肯き、 大いに もったい 振って 書き写した。 

—— この 故に、 われ は 望む。 男 は 怒らず 争わず、 い 



工夫に 富んだ 朗読 法で もって 読み終り、 最後に 長兄 は、 

憂国の 熱弁の ような 悲痛な 口調で 読み上げた。 次男 は、 

噴き出し たいの を俅 えていた が、 ついに 俅ぇ かねて、 

廊下へ 逃げ出した。 次女 は、 長男の 文才 を 軽蔑し 果て 

たという ような、 おどけた 表情 をして、 わざと 拍手 を 

したりした。 生意気な やつで ある。 

全部、 読み終った 頃に は、 祖父 は 既に 程 度を越え て 

酔って いた。 うまい、 皆うまい、 なかで も ルミ (次女 

ひいき 

の 名) がう まかった、 とや はリ 次女 を 矗 属した。 けれ 

ども、 と 酔眼 を 見 ひらき 意外の 抗議 を 提出した。 

「王子と ラブン ツェルの 事ば かり 書いて、 王 さまと、 



の 事ば かリ 問題に している。 まだ、 いたらん ようじ や。 

わし は、 ヴィク トル • ュ ー ゴ ー の 作品 を、 せがれに す 

すめら れて 愛読した もの だが、 あれ はさす がに 隅々 ま 

で 眼が とどいて いる。 かの、 ヴィク トル . ュ— ゴ ー は、 

—— 」 と 一 段と 声 を 張り 挙げた 時、 祖母に 叱られた。 

子供た ちが、 せっかく 楽しんで いるのに、 あなた は 何 

を 言う のです か、 と 叱られ、 おまけに ゥ イス キイの 瓶 

と グラス を 取り上げられた。 祖父の 批評 は、 割合い 正 

確な ところ もあった よう だが、 口調が 甚だ、 だらしな 

かった ので、 誰に も 支持され ず 黙殺され てし まった。 

祖父 は 急に しょげた。 その 様子 を 見 かねて 母 は、 祖父 



くんしょう おおみそか 

に、 れいの 勲章 を、 そっと 手渡した。 去年の 大晦日に、 

母 は 祖父の 秘密の わずかな 借銭 を、 こっそり 支払って 

あげた 功労に 依って、 その 銀貨の 勲章 を 授与され てい 

たので ある。 

「一ばん 出来の よかった 人に、 おじいさんが 勲章 を授 

与な さるそう です よご と 母 は、 子供た ちに 笑いながら 

教えた。 母 は、 祖父に そんな 事で 元気 を 恢復 させて あ 

げたかった ので ある。 けれども 祖父 は、 へんに 真面目 

な 顔に な つ てし ま つ て、 

「いや、 これ は、 やっぱり、 みよ (母の 名) にあげよ 

う。 永久に、 あげましょう。 孫た ち を、 よろしく たの 
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